
１．新病院の主な機能 
  ・病床数：540床 
  ・搬送ルールに則った断らない救急医療の充実、ER体制の確立 
  ・集中治療部門の強化と各診療分野の急性期医療の充実 
    ICU（集中治療室24床）HCU（高度治療室40床） 
  ・質の高いがん医療の提供 
    最新の放射線治療機器の整備、外来化学療法室の拡充（20台） 
    緩和ケア病棟20床の設置 
  ・高リスクの妊産婦に対応した周産期医療の充実 
    MFICU（母子胎児集中治療室3床）LDR室（陣痛・分娩・回復室3室） 
    NICU（新生児集中治療室12床）GCU（回復治療室18床） 
  ・最適な療養環境の提供 

  
２．医療専門職教育研修センター 
  ・医療専門職の研修体制の充実 
    （講堂200人収容可能、会議室３室、研修室2室など） 
  ・職員のキャリアアップ・スキルアップの支援 
  ・地域の医療者の教育・研修の場として活用 

  
 
        

新奈良県総合医療センター 

全室南向きの明るい病棟、開放的な広い外来。 
患者さんの治療意欲を育む、和やかな環境です。 
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